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PC9801用有手噸日本語端末(F6650)ェミュレータ

PC9801用有手順日本語端末(F6650)エミュレータ

平良　豊*

1.はじめに

これまでに,筆者をはじめ多くの人々によって,パソコンを大型計算機の端末として使うためのプ

ログラムが作成され,公開されている.最近のものは,多機能化が図られ,はば完成の域に達成して

いるが,そのほとんどが無手噸(TTY)接続によるものである.無手順接続はデータの送受信が容易

であり,従って,基本的にはどの計算機とも接続可能であるため,今後も広く使用される方法である

と思われる.しかし,無手噸であるがゆえに,欠点もある.一つはデータの転送時に生じるエラーか

ら逃れられないこと,また大型計算機の持つ多様で強力なユーティリティの使用に制限が生じること

である.前者に関してはMNP(Microcom Networking Protocol)を搭載しT=エラーフリーのモデムの

使用で,ある程度は軽減できるが,依然パソコン端末とモデム間は無手順であるので完全性を期待で

きない.後者に関しては,有手頃端末を使用する以外に解決の方法はない.

今回,開発した有手順端末プログラムはHDLC(High level Data Link Communication)接続を使

用する. HDLCはフレーム同期方式を用いて,フレーム内のデータのエラーチェックを行い,エラー

が検出された時は,フレームの再送を行うことで,はば完壁なエラーフリーの通信を可能にしている.

PC9801でHDLC接続を行うT=馴こは,通信ボード(約5万円)と同期モデムが必要となる.多少

経費がかかるが,エラーフリーで,有手順端末に限られた多くのソフトを使用できる環境が得られる

ことになる.

以下に,本プログラムが有する機能および特徴について,その概略を述べる.

1) F6650とはば同等の機能を有する.

2) FIMPORT, FEXPORTコマンドを用いたファイル転送機能

3)キー・ヒストリ機能(既に入力した文字列を10個前まで遡って呼び出す機能)

4)画面ヒストリ機能( 5画面分前まで遡って表示する機能)

5)コード系(EBCDIC AI-PHA, EBCDICKなど)を選択できる.

6)特殊キーおよびファンクションキーの設定を変更できる.

7) DSPRINT先を選択できる(ディスクまたはプリンタに).

8) MS-DOSへの一時的な復帰

9)好みの日本語フロントプロセッサを使用できる(ATOC,VJE,NECDICなど).

10)通信データのトレース機能

ll)カスタマイズ可能(ソースリスト公開)

2.必要な環境

通信ボード:hdi.C通信を可能にするIC(〟PD7201)を搭載したボードで, PC9801の拡張ポ
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-ドに差し込んで使用する.モデムとの接続は通常のRS232C規格のモデム・ケーブ

ルを用いる.

今回はエル・エス・アイ　ジャパン社のLSI RS422-SIFインターフェースボー

ドを使用しT:[注1 ].このボードは出荷時はRS422用になっているので,ピン配

置を変更してRS232C用に設定する.また,割り込み番号をINT5からINTlに変

更する. I/Oアドレスは出荷時の7FCXを使用しているので,変更の必要はない.

これらの作業は簡単であるが,充分に注意して行うこと.

同期モデム: V22bis規格のモデムで同期モードを備えたもの.非同期モード(調歩同期モード)

のみのものは使用できないので注意が必要.

動作確認を行っT=モデムは日立ハイブリッドホン,アイワPIv-A2400, ACER2424

である[注2].また今回テストできなかったが,ディジタル交換機に接続されたモ

デムでも可能と思われる.交換機を通さない直結型の専用回線では動作できなかっT=.

PC9801 :原理的には無印からⅤⅩシーズまで使用可能と思われる.

動作確認を行ったモデルはVM21である.

プリ　ン　タ:PR系のプリンタ

MSDOS　　バージョン2.1以上が必要(コントロール+ファンクション・キーも使用する時は,

3.1が必要).

3.抜榛までの準備

大型計算機センターに端末設置の申請を行い,交換HDl-C接続に必要な端末番号(ID)とプリンタ

ー名を受ける.申請の際は,交換HDLC接続の日本語端末であることを明記すること.通常, IDは

12桁の数字で, 0200817で始まっている.このIDを端末プログラムに登録する.登録の仕方は

1)カレントディレクトリにSETUP. DATがないことを確かめて,端末プログラムを立ち上げる・

2) 『 SETUP. DATが有りません.既定値を用います. 』の表示に続いて,端末番号設定のメニ

ュー画面が表示される.

3)端末番号を正しく入力した後,リターン・キーを押下する.

以上の登録作業が終了した後,回線を接耗する.接続が成功すると,青反転文字でSYSTEM

READYが表示される.これ以後は通常の端末のようにLOGON TSSコマンドでログオンする.

4.使用方法

はば, F6650と同じように使用できる.画面上の非保護フィールド内の文字(既定値色は黄色と

緑色で表示)は書き替えて再送することができる.空白キーによる空自とカーソル移動で作っT=空自

には違いがある.空自キーによる空自は空白コード(' 40' 16進数)が,送信されるが,カーソルキー

によるものは空自とは見なされない.

注1通信ボード販売元　　エル・エス・アイ・ジャパン㈱　(電) (03)404-1341

注2　ACER2424販売元　フジ・ディジタル・システムズ㈱ (電) (045)433-1211
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最下行の先頭には入力禁止状態の時は「禁」が,入力可能状感は「可」が表示される.ただしこれ

は表示だけであって,実際はキーボード・ロックを行っていない.キーボード・ロックによる弊害を

除くT:めである.そのはか, F6650は色々なメッセージを最下行に表示するが,通常の使用では不

必要であり,また専門家以外には理解もできない.それらを表示する代わりに,ファンクション・キ

ーの機能を表示する.このことによりPFDやODMでの操作性が向上する.表示禁止フィールド(メ

スワードなどを入力するフィールド)ではカーソルが消えることがある.英数フィールドと数字フィ

ールドの区別も行っていない.

有手順端末に付随したプリンタに出力するDSPRINTコマンドについて簡単に説明する.このプロ

グラムではDSPRINTの出力を選択できる.選択はメニューで行う.出力先をディスクを指定し,フ

ァイルの自動更新モードを選択すると, DSPRINTコマンドを発行するたびに,ファイルの拡張子が
/

001から1ずつ更新されて記録される.

DSPRINTの形式は,

DSPRINT　データセット名　プリンタ名

である.プリンタ名は端末設置申請時にセンターより割り当てられたものを指定する.プリンタ名の

後に,きめ細かな制御を可能にするオペランドをつけることができる.詳細についてはDSPRINTの

マニュアルを参照のこと.

DSPRINTの処理状況の表示および出力の取消を行うDSPOPERがある.形式は

1)状況表示　　　DSPOPER STATUS　データセット名(まf=は依頼番号)

2)出力依頼数　　DSPOPER STATUS Q(プリンタ名)

3)依頼番号　　　DSPOPER STATUS N(プリンタ名)

4)プリンタ状態　DSPOPER STATUS P(プリンタ名)

5)取消　　　　　DSPOPER CANCEL　データセット名　P(プリンタ名)

ZtfJta

しばらく待っても,出力されない時は4)番を実行し,プリンタの状態を調べてみる.もし,プリ

ンタがHAl-TEDになっていたら,次のコマンドでプリンタを初期化する.

PRTCHK　プリンタ名

DSPRINTを依頼しその出力が完了しないうちにTSSセッションを終了すると, HALTED状態に

なるようである.

Nlネットワークで他大学を使用するときは,九大センター開発のFNVTコマンドを使用すると良

い.このコマンドによりNlネットワークでもPPDやASPENなどの画面指向エディタが使える.京

大センターのPPDを使用するときは,ログオンの直後に

NVTCODE USER AI.PEA

を入力し,九大センターのコード系に合わせておく.コード系は変更されることがあるので注意を要

する. Nlで画面が乱れることがあれば,コード系が一致しているかを確かめてみる.

5.棲能とキー割りあて

F6650のほとんどの機能を実現している.そのほかTSSで便利な機能もいくつか付加している.
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さらに,使用者による機能の追加など,容易なように考えてある.

ファンクションキーと特殊キー(コントロール+文字キーを含む)にそれぞれの機能を割り当てる

ことができる.ファンクションキーは三重化(ノーマル, SHIFT,またはCNTLと同時押下),文

字キー以外の特殊キーは二重化(ノーマル, SHIFTと同時押下)されている.同じ機能を二つ以上

のキーに割り当てることも許されている.これらの情報はSETUP, DATに自動的に保存されるので

一度だけ設定すればよい.設定はMenuを呼びだして行う. Menuについては,後述する.機能は4文

字のキーワードで表現されている.以下にキーワードのリストと,既定値として割り当てられている

キーを示す.

1) F6650にある機能

F6650 4-y- K 既　定　値 機　　　　　　　　能

カー-ソノレ

移ilS

I, CNTI一+E

i, CNTL+X

→　CNTI一+D

一, CNTL+S

SHIFT+ー

SHIFT+ー

カーソルを上に1文字移動

カーソルを下に1文字移動

カーソルを右に1文字移動

カーソルを左に1文字移動

カーソルを右に2文字移動

カーソルを左に2文字移動

フィールド

指向キー

カーソルを次の入力フィールドへ

カーソルを直前の入力フィールドへ

CRI。P

HOME

SHIFT+　卓』

HOME

復帰改行(ニューライン)

カーソルを最初の入力フィールドへ

編集キー INST MODE

ID>帽

インサートモードのON/OFF

削除

消去キー ERASE INPUT

ERASE EOF

ERIN

EEOF

CNTL+Y

CNTL+V

全入カフィールドをクリア

カーソル位置の入力フィールドクリア

プログラム

ファンクシ

ョンキー

CI-EAR

ENTER

CLER

ENTR

画面全体のクリア

iMiES

PPl
/

PF24

PFOl
/

PF24

f・1・-f・ユO

ROLL UP/DN

フ7ンクション機能の実行

(鞘FT+PF
3-PF2持ROLLDNで

プログラム

アテンショ

ンキー

PAl STOP

CNTL-ff・1

割り込み(アテンション)を要求

CNTL+fォ2 画面の再表示

CNTL+f -3

ローカノレ

コピー

PRINT ローカルコピー

DEVICE CANCI一 ローカルコピーの中断

IDENT (MENU画面で設定) 印刷形式の変更

RESET リセット

九州大学大型計算織センター広報
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m'1、

SYSR

「盲とl

2)追加されT=機能キー

6. MENUの使い方

次のメニューが用意されている.

1)ファイル転送　　　　2)ファンクション・キー設定　　　3)ファンクション・キー表示

4)特殊キー設定　　　　5) DSPRINT出力　　　　　　　　6)ハード・コピー設定

7)ログオンパラメータ　8)端末パラメータ　　　　　　　　9)画面表示色設定

10)ユーザ文字登録　　11)通信ト-ス　　　　　　　　　12)コード系の設定

使い方はどれも容易なように作成しT=が,ここでは比較的わかりにくい特殊キー設定を説明する.

カーソル・キーで4)番を選択すると,次の画面が表示される(既定値の場合).

407 -
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AA AB AC AD AE AF AG AH AI AJ AK AL

rarw uarw FINP AIB_　　　CLCK

AM AN AO AP AQ AR AS AT AU AV AW AX

FDMK QUIT larw FTRA EEOF darw

AY AZ　-　S-　<一　一　S-　<-　†　S† <†　t

ERIN rarw rrrw larw Haw uarw uuaw darw

sl　<l STOP SSTP ESC SESC TAB STAB BS SBS CR SCR

ddaw PAI RSET TAB BTAB ENTR CRLF

INS SINS DEI-　SDE工一　HOME CLR HELP SHI-PAHI-P

INS DEI-　　　　　　HOME CI-R HEI-P

設定可能な機能キーワード

PFOI PFO2　PF03　PF04　PF05　PF06　PF07　PF08　PF09　PFIO PFll

PF12　PF13　PF14　PF15　PF16　PF17　PF18　PF19　PF20　PF21 PF22

PF23　PF24　PAI PA2　　PA3　　TAB BTAB CRLF HOME INS DEL

ERIN EEOF Cl-ER ENTR PRNT DCAN RSET DUP　　】DMK CI-CK SYSR

uarw darw rarw larw uuaw ddaw rraw Haw FTRA FINP KPRV

KNXT CPRV CNXT MDOS MENU QUIT AIB_

上段が特殊キーを表している. <AはCNTL+Aを表し, STABはSHIFT+TABを表す.下段に

は設定しT=い機能キーワードを書く. 4文字入力すると次の入力フィールドにカーソ)i,が飛ぶ.リタ

ーンキーの押下で完了する.空白欄はそのキーに機能が設定されていないことを示す.

7.プログラムの構成と使用上の注意について

7.1　エミュレータ記述言語

このプログラムは, Turbo C Ver1.5で書かれている.個人的には, C言語よりPASCALが好みだ

が, C言語を使ったのには理由がある.

HDLCの通信ボードはフレームの検出とCRCのチェックをするが,エラー検出後のデータの再送や

フレームの組立などはソフトが面倒を見なければならない.このプログラムでは, HDLCの通信部分

と,それを動かすマルチタスクモニタを,インターフェース誌に掲載されたものを使用している[ID.

これはTurbo Cで書かれており, Turbo C特有のInterrupt関数を用いている.

7.2　HDLC t FNA

HDLCにはモードとして3つ有るが,大型コンピューターでは, 1次局(ホスト)がコマンドによ

り2次局(端末)を完全に制御するNRM(Normal Response Mode)が使われている.インターフェ

ース誌のものは, JUST-PCなどで使われている,両局が対等なABM(Asynchronous Balanced

九州大学大型計算槻センター広報
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Mode)なので,多少変更が必要だっT=.

HDLCはデータをフレームというバケットで構成して送信する.フレームの先頭と末尾にはフラグ

と呼ばれるバイト(通常は' 7E'16進数)があり,フレームの始まりと終わりを示す.先頭のフラグ

に続いて,アドレス・バイトと制御バイトがあり,さらに情報データ部とCRCが琵く.情報データ部

がまっT=くないフレームもある. BSC手頓と異なって,アドレス・バイトと制御バイトもCRCの対

象とされるので信頼性が向上している.アドレス・バイトはホストが決定する.九大大型計算機セン

ターでは, '01* (16進数)が用いられている.

次に, HDI-C通信を実現してもまだF6650エミュレータは書けない. F6650は, FNACFuji-

tsu Network Architecture)というプロトコルを使用している.これはIBMのSNA(System Ne-

twork Architecture)と類似しているそうだが,資料は非公開である. IBMの有手順端末3270(ま

たはその・エミュレータ)がつながるところをみると,基本的なところでは同じのようである.開発に

あたってはSNAの資料[2]と富士通FMR60のF6680エミュレータのトレースを参考にLT:.

SNAではきっちりとしたエラー処理をするように規程されているが,このプログラムでは,軽い処理

にしている,それは,エラーがめったに生ぜず,たとえ起きた(起こした)としても,大型計算機が

すべて面倒をみてくれるからだ.開発の初期のころは,適用業務プログラム(TSS)とつながるまで

にミスをおかし,しばらく無応答になることもあったが,それ以後は数カ月の試用で不都合はない.

FNAプロトコル上に　DSC(Data Stream Compatible)という形で,データを送ってくる.こ

のデータは,指令及び表示データとからなる.表示データとして,内部コード(EBCDICおよびJEF)

がそのまま送られてくる.パソコン側では,コード変換テーブルをもとにASCIIおよびシフトJIS

コードに変換して表示する.コード変換テーブルは, EXTENDED ALPHAまたは, EXTENDED

KANA(EBCDICK)のどちらかを選択できるC 3 3.

7.3　FEXPORTとFIMPORTによるファイル転送[4]

ファイル転送としては,ライン・エディタを起動して, 1行ずつ送る送信機能とDSPRINTの出力

を,ディスクに記録する受信機能を用意している.これらは,テキストファイルのみの転送に限られ

る.他方バイナリーファイルも転送可能な機能がFMR60のエミュレータで,実現されている.この

機能は,データ圧縮も行う高速な転送である.これは,すでにのベTzDSC指令の構造フィールド転送

機能を用いている.さらに,構造フィールドの上に富士通独自プロトコルを載せているために,その

解析には多大の時間を要しT=.しかし,努力にもかかわらず,不明な点がある.従って, 100鯵確実

とは断言できない.データの構造によっては,エラーが発生する恐れがある.使用にあたっては,充

分に留意していT=だきT=い.

使用方法は, FMR60のエミュレータと同じで, READY状態から, FEXPORT　データセット名,

或いは, FIMPORT　データセット名を入力する.ホストからのP3指令の受信後,エミュレータはパ

ソコンのファイル名等を入力するメニュー画面を開く.ファイル名を空白まT=は, *を含むものを指

定すると,ファイル名の一覧が表示される.入力が完了すれば,転送が開始される.

富士通のエミュレータでは,指定レコード長を越えるデータが有ると,エラーとして処理され,転

送が中断される.レコード長を考えずにワープロ等で作成したファイルなどは,転送前に,指定レコ

ード長を越えないように整形をしておく必要がある.これでは,使い勝手がわるいので,このエミュ
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レ-タでは,指定レコード長を越えるレコードを分割して送信するモードも選択できる.

MS-DOSと大型計算機のファイル管理の違いから, 2,3の注意が必要である.

1) MS-DOSのテキストファイルは,可変長で1レコードの末に復帰改行コードをもつ.他方,

大型計算機では,固定長と,可変長があり,いずれもレコード末には復帰改行コードを含まない・

2)受信においては, 1レコードごとに,エミュレータが復帰改行コードを付加してディスクに記

録する.送信においては,復帰改行コードを削除して,送信する.

3)漢字を含むデータには,前後に漢字シフトを示すコードが付加されるので,実際のデータの数

より多いデータが送受信される.

4)データセットのタイプで可変長形式を指定しT:場合, 1レコードに含まれる最大のデータ数は,

レコード長一4である.

7.4　伝送方式

HDLCでは信号の伝送方式にNRZ(Non Return to Zero)とNRZI(Non Return to Zero

Inverted)の2通りがある. NRZは通常の方式であり, NRZIはクロックの前後で信号に変化があ

る時は1を,ない時は0を送信する方式である.今回使用した通信ボードはNRZIを伝送できない・

九大のHDLCは当初, NRZIのみであっT=ので,要請してNRZ方式も開設して載いTz. NRZとNRZI

の選択は電話番号で行う. NRZの番号は(092)641-3836である.

8.おわりに

今回は資料不足(技量不足)のため,交換回線によるHDLC接続のみしか実現でさなかっT=.専用

回線についてもいずれ解決したいと思う.有手順端末については市販のソフトも存在するが,我々ユ

ーザが書くことにより,いかようにもカスタマイズできる点に意味があると思う.

残されている最大の仕事はイメージ機構付き端末(F6683)のように,図形も扱えるようにするこ

とである.

最後に,九大大型計算機センター第1業務係の浦川さんには, NRZ方式の開設など開発当初より色

々と御世話になった.またBSC手頃でF6650エミュレータを開発されていた京大の辻さんには,

IBMの資料やDSCのことなどについて教えていT=だいTz L 5 1.両氏に感謝いたします.

なお,このプログラムはこれまでと同様ソースプログラムを含めて公開致します[注コ.入手希望

の方は九大大型計算梯センター2階端末室にてコピーして下さい.また遠隔地の方にはコピーサービ

スを致します.ただし5インチ2HDに限らせていただきます.下記にフロッピーを返信用封筒ととも

に送付下さい.

〒840　佐賀市本庄1佐賀大学理工学部物理　平良　豊

(電) 0952-24-5191 (内線2543, 2544, 2546)

また不明な点,不都合な点がありましたらご連絡下さい.特にファイル転送でエラーが生じたとき

は,転送しようとLT:ファイルについても一緒にお知らせ下さい.
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